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文部科学省 「課題解決型高度医療人材養成プログラム」採択事業

高度 リハ ビリテーシ ョン専門職の養成

一長崎地域包括ケアシステムを活用 したプログラムー

T   揮費
4評

多  Training Prograrn for Advanced Rehabilitation Professionals

平成27年 10月 31日 (土)13:30～ 17:30(12:30受付開始)

長崎大学医学部 良順会館2階「ポードインホール」
(長崎市坂本 1丁目12-4)

畜 凹 訂 無  料 (E― m創 1またはFAXに てお申込みください)

i駐車場は■ざいません。公共交通機関での口来場をお願いしま曳 |
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長崎大学における「課題解決型高度医療人材養成プログラ△」採択事業も2年目
を迎え、「臨床指導者養成教育コース」及び「地域包括ケア人材養成コース」のカ

リキユラ△も決まり、次年度開講に向けた具体的な準備に入つていま或

今回のフオーラムのテーマを「理学療法士・作業療法士における現状の課題と今

後の展望」とし、日本理学療法士協会半田会長及び日本作業療法士協会中村会

長をお招きし、理学療法士・作業療法士に己提言をいただくこととなりました。

多くのみなさまの己参加をお願いいたしま或

13:30～ 開会挨拶

長崎大学医学部保健学科 学科長 田中 悟郎

13!50～ 演 1
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公益社団法人 日本理学療法士協会 会長 半田 一登 先生

15i30～ 講 演 2

「生活の再牌梨と社会参‖1に向けた作業積満士の役:l
再生活行為向上マネジメント0活用付J

一般社団法人 日本作業療法士協会 会長 中村 春基 先生

催 :長崎大学医学部保健学科
援 :公益社団法人 長崎県理学療法士協会
一般社回法人 長崎県作業療法士会

問しヽ合わせ先 i長崎大学医学部保健学科 保健学実践教育研究セングー
〒852-8520長 崎市坂本1-7-l TEL/FAX 095-819-7937
E―mall i kadal_ptotgp2@mlinagasaki― urac`jp

http i//wn内的v,aminagasaki― uiacijp/ptot9p/

主

後

中小寸春基 先生



声・                プログラ△

1 13:30～ 13i40 開会挨拶
:                  長崎大学医学部保健学科 学科長 田中 悟郎

: 13i40～ 13i50 プロワ
1ラ
△棚要説明

1          長崎大学医学部保健学科保健学実践教育研究セングー 井回  茂

1 13i50～ 15i20 言蕎)寅 1

'         
「今後の医療・介護の動向に適応できる理学療法士の育成」

1                      日本理学療法士協会 会長 半田 一登 先生
1              司会 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 沖田  実

15i30～ 17:00 講演2
1         「生活の再構築と社会参加に向 |すた作業療法士の役書」

|                   ～生活行為向上マネジメントの活用～」

日本作業療法士協会 会長 中村 春基 先生
:              司会 長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 東 登志夫

|! 17i00～ 17:30 意見交換
|          テーマ「理学療法士・作業療法士にお |する現状の課題と今後の展望

～大学教育における学内・リカレント教育の融合に向けて～」

1 17i30～     閉会挨拶
長崎大学 理事 副学長 松坂 訓應

参加申込票

所  属

電 話

氏  名 職  種

氏 名 職 種

氏  名 職 種

氏 名 職 種

氏  名 職 種

10月 10日 (:土)までにFAXまたE口mallにてお申込みください。

送付先 :長崎大学医学部保健学科保健学実践教育研究センター

E口 mail i kadai_ptotgp2につmi口 nagasaki口 uttacttjp

FAX番号 i095-319-7937

事前登録をお願いします。定員になり次第締め切らせて頂きます。


